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1. 敷地の地形及びボーリング調査・ボアホールテレビ調査位置図
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1. 敷地の地形及びボーリング調査・ボアホールテレビ調査位置図（1／2）

那珂台地

久慈川

東海第二発電所

拡大範囲

F-7

4

敷地の地形及びボーリング調査・ボアホールテレビ調査位置図

5km

※本資料においては，発電用原子炉設置
変更許可申請書における断面の名称を
下の通り変更している。

原子炉設置変更
許可申請書

本資料

記載無 Ａ－Ａ’

記載無 Ｃ－Ｃ’

Ａ－Ａ’ Ｅ－Ｅ’

記載無 Ｆ－Ｆ’

記載無 １－１’

記載無 ３－３’

Ｂ－Ｂ’ ５－５’

記載無 ６－６’

記載無 ７－７’

この地図は，国土地理院長の承認を
得て，同院発行の20万分1地勢図，
数値地図200000（地図画像）及び数
値地図25000（地図画像）を複製した
ものである。
（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は，国土地理院の長の承認を
得なければならない。

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

斜めﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ，ﾎﾞｱﾎｰﾙﾃﾚﾋﾞ調査
[8孔]

敷地境界

[251孔]

凡 例

: 断層の有無を検討するため鍵層
解析を実施したボーリング孔[29孔]

F-6

A-1



1. 敷地の地形及びボーリング調査・ボアホールテレビ調査位置図（2／2）

拡大範囲

F-6

F-7

F-7

A-1

F-6

5

敷地の地形及びボーリング調査・ボアホールテレビ調査位置図（拡大図）

※本資料においては，
発電用原子炉設置
変更許可申請書に
おける断面の名称
を右の通り変更して
いる。

原子炉設置変更
許可申請書

本資料

記載無 Ａ－Ａ’

記載無 Ｃ－Ｃ’

Ａ－Ａ’ Ｅ－Ｅ’

記載無 Ｆ－Ｆ’

記載無 １－１’

記載無 ３－３’

Ｂ－Ｂ’ ５－５’

記載無 ６－６’

記載無 ７－７’

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

斜めﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ，ﾎﾞｱﾎｰﾙﾃﾚﾋﾞ調査
[8孔]

敷地境界

[251孔]

凡 例

: 断層の有無を検討するため鍵層
解析を実施したボーリング孔[29孔]

A-1



余 白
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余 白



2. 地質平面図・地質断面図
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2. 地質平面図・地質断面図

地質平面図

8

※本資料においては，発電用原子炉設置変更許
可申請書における断面の名称を以下の通り変更
している。

原子炉設置変更
許可申請書

本資料

１－１’ ①－①’

２－２’ ②－②’

３－３’ ③－②’

地質平面図



①

①’

2. 地質平面図・地質断面図

地質断面図（1／2）
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①－①’断面(南北断面)



2. 地質平面図・地質断面図

地質断面図（2／2）

③－③’断面(東西断面)
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③

③’

②

②’

②－②’断面(東西断面)



3. 地質構造図
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Ａ

Ａ’

3. 地質構造図（1／9）

12

Ａ－Ａ’断面(南北断面)



Ｃ

Ｃ’

3. 地質構造図（2／9）
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Ｃ－Ｃ’断面(南北断面)



3. 地質構造図（3／9）

Ｅ

Ｅ’
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Ｅ－Ｅ’断面（南北断面）



3. 地質構造図（4／9）

Ｆ

Ｆ’
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Ｆ－Ｆ’断面（南北断面）



3. 地質構造図（5／9）

１
１’
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１－１’断面（東西断面）



3. 地質構造図（6／9）

３
３’
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３－３’断面（東西断面）



3. 地質構造図（7／9）

５

５’
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５－５’断面（東西断面）



3. 地質構造図（8／9）

６
６’
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６－６’断面（東西断面）



3. 地質構造図（9／9）

７
７’
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７－７’断面（東西断面）



4. 主な鍵層の比較
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4. 主な鍵層の比較（1／13）

久米層中には，複数の軽石質凝灰岩及び細粒凝灰岩からなる鍵層が分布している。
各ボーリング孔で類似した層相が確認されることから，各鍵層の対比が可能である。
敷地全域で連続して確認される主な鍵層の特徴を以下に示す。

：鍵層が認められる範囲

22

主な鍵層の特徴



4. 主な鍵層の比較（2／13）

コア回収作業に
伴う崩れ

Ｃ－Ｃ’断面(南北断面)

[軽石質凝灰岩]

[軽石質凝灰岩]
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Ｃ

Ｃ’

主な鍵層の比較（Ｃ－Ｃ’断面）（1／2）

：鍵層が認められる範囲

[軽石質凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（3／13）

Ｃ－Ｃ’断面(南北断面)

[細粒凝灰岩]
上

下

上

下

上

下

上

下

上

下
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主な鍵層の比較（Ｃ－Ｃ’断面）（2／2）

：鍵層が認められる範囲

Ｃ

Ｃ’
[細粒凝灰岩]

下 下 下 下 下



4. 主な鍵層の比較（4／13）

Ｅ’

Ｅ－Ｅ’断面(南北断面)

[軽石質凝灰岩]

[軽石質凝灰岩]
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主な鍵層の比較（Ｅ－Ｅ’断面）（1／2）

：鍵層が認められる範囲

Ｅ

[軽石質凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（5／13）

Ｅ－Ｅ’断面(南北断面)

Ｅ’

[細粒凝灰岩]
上

下

上

下

上

下
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主な鍵層の比較（Ｅ－Ｅ’断面）（2／2）

：鍵層が認められる範囲

Ｅ

[細粒凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（6／13）

Ｆ－Ｆ’断面(南北断面)

[軽石質凝灰岩]

[軽石質凝灰岩]
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Ｆ

Ｆ’

主な鍵層の比較（Ｆ－Ｆ’断面）（1／2）

：鍵層が認められる範囲

[軽石質凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（7／13）

Ｆ－Ｆ’断面(南北断面)

[細粒凝灰岩]
上

下

上

下

上

下
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主な鍵層の比較（Ｆ－Ｆ’断面）（2／2）

：鍵層が認められる範囲

Ｆ

Ｆ’
[細粒凝灰岩]

下 下 下



３－３’断面(東西断面)

4. 主な鍵層の比較（8／13）

[軽石質凝灰岩]

[軽石質凝灰岩]
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３
３’

主な鍵層の比較（３－３’断面）（1／2）

：鍵層が認められる範囲

[軽石質凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（9／13）

３－３’断面(東西断面)

[細粒凝灰岩]
上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下
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主な鍵層の比較（３－３’断面）（2／2）

：鍵層が認められる範囲

３
３’

[細粒凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（10／13）

コア回収作業に
伴う崩れ

５－５’断面(東西断面)

[軽石質凝灰岩]

[軽石質凝灰岩]
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５

５’

主な鍵層の比較（５－５’断面）（1／2）

：鍵層が認められる範囲

５ ５ 断面(東西断面)

[軽石質凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（11／13）

５－５’断面(東西断面)

[細粒凝灰岩]

上

下
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主な鍵層の比較（５－５’断面）（2／2）

：鍵層が認められる範囲

５ ５ 断面(東西断面)

５

５’

[細粒凝灰岩]

下



4. 主な鍵層の比較（12／13）

[細粒凝灰岩] 上

下

上

下

上

下
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６－６’断面(東西断面)

主な鍵層の比較（６－６’断面）

：鍵層が認められる範囲

６
６’

[細粒凝灰岩]



4. 主な鍵層の比較（13／13）

[細粒凝灰岩]
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７
７’

主な鍵層の比較（７－７’断面）

７－７’断面(東西断面)

：鍵層が認められる範囲



参考
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（参考）鍵層の等高線図(1/8)

●K-15 ●K-14

36

凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-13 ●K-12

（参考）鍵層の等高線図(2/8)
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凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-11 ●K-10

（参考）鍵層の等高線図(3/8)
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凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-9 ●K-8

（参考）鍵層の等高線図(4/8)
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凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-7 ●K-6

（参考）鍵層の等高線図(5/8)
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凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-5 ●K-4

（参考）鍵層の等高線図(6/8)

41

凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-3 ●K-2

（参考）鍵層の等高線図(7/8)
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凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔



●K-1

（参考）鍵層の等高線図(8/8)
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凡 例

鍵層等高線（5mコンター）
鍵層が確認された孔
鍵層が確認されていない孔

-380m

※K-1は3点でしか確認されていないため，
等高線は直線となる。



Ｃ

Ｃ’

３
３’

（参考）鍵層の分布標高について

Ｃ－Ｃ’断面(南北断面)
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● 各鍵層の傾斜には系統性は認められず，いずれもほぼ
水平に連続して分布している。

※ EL-200m以深の地質構造を追記

３－３’断面(南北断面)



（参考）久米層上面の標高分布及び段丘堆積物について

Ｃ－Ｃ’断面

３－３’断面

砂丘砂層

沖積層

段丘堆積物

段丘堆積物

東茨城層群

久米層

地質図凡例

凡 例

久米層上面等高線

段丘堆積物(D1層)

段丘堆積物(D2層)

Ｃ’
Ｅ’

E.L. -50m
E.L. -40m

E.L. -30m
E.L. -20m 久米層上面標高線

C-6孔

C-7孔

E-6孔

E-7孔
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Ｅ－Ｅ’断面

久米層上面の標高分布及び段丘区分図

段丘堆積物
(D1層)

３

３’

E.L. -10m

E.L. 0m

A-3孔

D-3孔

E-3孔

F-3孔

段丘堆積物(D2層)

Ｃ

B-3孔

C-2孔

C-3孔

C-4孔

C-5孔
E-5孔

E-1孔

Ｅ
C-1孔

I-8孔

I-4孔

I-2孔
I-6孔

原子炉建屋を含む敷地南側の久米層上面の標高は約-14mであり，ほぼ平坦な面である。

敷地北部は久慈川の侵食により形成された凹状の谷となっている。この谷底の標高は約-60mであり，ほぼ平坦な面である。

敷地の南部には，主に砂礫，砂及びシルトからなる段丘堆積物（D1層，D2層）が分布する。

• D1層の分布標高は約21m～約5mであり，上部には厚さ2.5m～3.0m程度の風化火山灰層を伴う。

• D2層の分布標高は約0m～約-14mであり，沖積層下の埋没段丘となっている。 なお，D1層の東側及び北側ではやや分布標高に差が認められるもの
の，層相及び年代分析結果から同一の堆積物である。

D1層及びD2層は以下の理由より河成の段丘堆積物であると判断される。

• 亜角～亜円礫を主体とする砂礫層が最下部に分布する。

• 久慈川の侵食により形成された埋没谷に沿って階段状に分布し，いずれも平坦な面を形成している。

• 海棲生物の化石等を伴わない。



北側のD2層

（参考）段丘堆積物（D1層，D2層）の性状

D1層 南側のD2層 北側のD2層

層相

・ 砂礫層を主体とし上位に風化火
山灰層が分布する。
・ 淘汰が悪い。
・ 礫は亜円～亜角礫を主体とし，
基質はシルト分に富む。
・ 砂礫層中にシルト層を挟む。

代表的な層相
（A-3孔 GL-15m～-20m ）

・ 下位に砂礫層，上位にシルト層
が分布する。
・ 淘汰が非常に悪い。
・ 礫は円～亜円礫を主体とし，基
質は砂分に富む。

代表的な層相
(C-1孔 GL-10m～-15m)

・ 下位に砂礫層，上位にシルト層が
分布する。
・ 淘汰が非常に悪い。
・ 礫は亜円～亜角礫を主体とし，基
質はシルト分に富む。

代表的な層相
(A-5孔 GL-18m～-25m)

・ 上位の風化火山灰層中に下
記のテフラを確認。

・ シルト層中の有機堆積物の
14C分析結果が

・ シルト層中の有機堆積物および
木片の14C年代が
40 830±2 670年BP(①)

46

D1層

A-3孔

A-5孔

n孔

C-1孔

D-3孔

離水
年代

Ag-KP（>4.5万年BP)(①)
Ag-Mz1(5.5万年～6万年BP)(②)

⇒離水時期は約6万年前以前

43,640±3,340年BP(②)～
>48,010±年BP(①)
⇒離水時期は約4万年前以降

40,830±2,670年BP(①)～
>48,330±年BP(②)
⇒離水時期は約4万年前以降

試料採取位置
（A-3孔）

試料採取位置
（C-2孔）

試料採取位置
（A-5孔）

試料採取位置
（n孔）

久米層上面標高線

段丘堆積物(D1層)

段丘堆積物(D2層)(北側)

段丘堆積物(D2層)(南側)

柱 状 図 凡 例

粘土

シルト

砂

砂礫

ローム

凡 例

①EL18.6m

②EL18.0m ①EL-1.5m

②EL-2.1m

① EL3.5m
② EL-2.6m

C-2孔

南側の
D2層



（参考）段丘堆積物（D2層）の基底の高度差について

３－３’断面(南北断面)

Ｗ Ｅ

Ｓ Ｎ

Ｃ’

C-6孔

C-7孔

C-5孔
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Ｃ－Ｃ’断面(南北断面)

敷地に分布する段丘堆積物は，いずれも河成の段丘堆積物であり，各地層の層相，地層年代，分布
標高から，D1層とD2層に区分した。

D2層については，南側と北側の基底に高度差が認められるが，C-2孔からC-4孔の間に分布する久米
層中の複数の鍵層（K-6，K-7， K-8，K-9， K-10， K-11， K-12， K-13， K-14） は，ほぼ水平に連続
して分布しており，高度差は認められない。

これらのことから， 南側のD2層と北側のD2層の基底の高度差は断層運動に起因したものではなく，わ
ずかな形成時期の違いにより生じた高度差であると考えられる。

久米層上面標高線

段丘堆積物(D1層)

段丘堆積物(D2層)(北側)

段丘堆積物(D2層)(南側)

凡 例

Ｃ

北側のD2層

D1層

南側の
D2層

３’

３
B-3孔 C-3孔

C-4孔

C 5孔

C-1孔

I-8孔

I-4孔

I-2孔
I-6孔A-3孔

D-3孔

E-3孔

F-3孔

C-2孔



（参考） al層の基底の高度差について

５－５’断面（東西断面）

海側のal層
（海成層）

陸側のal層
(陸成層)

KB-B-1
KB-A-1 KB-A-2

５

５’

A-5
C-5

E-5

F-5

凡 例
陸成のal層が確認された孔

D-3
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５－５’断面のal層については陸側と海側の基底に高度差が認められるが，上記のとおり海側のal層は海成層，陸側のal層は陸成層からなる。

A-5孔からC-5孔の間に分布する久米層中の複数の鍵層（ K-8，K-9，K-10，K-11，K-12） には，高度差は認められない。
また， KB-B-1孔からF-5孔の間のD2層の基底には，高度差は認められない。

これらのことから，al層の基底の高度差は断層運動に起因したものではなく，海進の浸食作用により海側のal層の基底は陸側のal層の基底より低くなっていると考えられる。

陸側のal層 海側のal層

砂～砂礫よりなる。礫は亜角～角礫を含む。一部，
古土壌，炭化物を多く含む。
⇒陸成層

代表的な層相

礫混じり砂～砂礫よりなる。礫は1cm以下の円礫を
主体とする。一部，貝殻片を含む。
⇒海成層

代表的な層相

海成のal層が確認された孔

(C-5孔 GL-10m～-11m)

(D-3孔 GL-6m～-7m)(貝殻片を含む)

(KB-B-1孔 GL-10m～-11m)

(KB-A-1孔 GL-10m～-10.45m)(古土壌)



（参考） 久米層上面の標高分布図

凡 例

E.L. -50m

E.L. -40m

E.L. -30m

E.L. -20m
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久米層上面の標高分布図

E.L. -10m

E.L. 0m
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余 白



（参考） 癒着して固結した面構造の性状について(1／2)

拡大範囲

番号
ボーリング
孔名

標高
(m)

走向・傾斜

① I2 -82.922 N71°W61°N

② I4 -58.913 N65°W73°N

③ I5 -17.529 N63°E19°S

④ I6 -54.218 N25°W48°E

⑤ I8 -57.528 N81°E82°N

ボアホールテレビ調査により計測された
癒着して固結した面構造の走向・傾斜

[シュミットネット下半球投影]

ボーリング調査及びボアホールテレビ調査により久米層にいくつか確認された癒着して固結した面構造※の走向・傾斜
を示す。
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● ①～⑤について，走向・傾斜には傾向
が認められない。

斜めボーリング・ボアホールテレビ
調査位置図（拡大）

※ 完全に癒着して固結しており，まわりの
岩石との区別が不明瞭である。

ボーリングコア写真（I4孔）

ボアホールテレビ調査によるスケッチ（I4孔）

設置変更許可申請書においては「面なし断層」と
記載している。



（参考） 癒着して固結した面構造の性状について(2／2)

TSK-1孔ボーリングコア（2009年度採取）

拡大範囲

深度：186.6m付近 傾斜：60°幅1mm

癒着して固結した面構造について，比較的新しいボーリング調査（2009年度実施）のボーリングコアを用いて
針貫入試験を実施した結果を以下に示す。

母岩についてはボーリングコア軸方向に5mmピッチで測定を行った。面構造については5点測定した。

◆母岩
●面構造
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斜めボーリング・ボアホールテレビ
調査位置図（拡大）

針貫入勾配Nｐ[N/mm] = P / L

P：貫入荷重[N]   L：貫入量[mm]

針貫入試験は地盤工学会基準に従い，貫入量(L)は10mm とした。

TSK-1孔
（鉛直ボーリング）

完全に癒着して固結しており，まわりの岩石との区別が不明瞭である。


